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１ タイトル 「地域で共に学び、共に生きる」 
 

２ 取組みの概要 
本校では、「地域で共に学び、共に生きる教育」の基本理念の下、子どもたちの自立と社会参加に

向けて、必要な意欲・態度や能力を育てるため、交流及び共同学習を推進しています。 

 

３ 内容 

① 社会福祉法人向日葵会ひまわり保育園との交流【幼稚部】 

年間１０回の交流を行っています。これまで、学習発表会や

水遊びなどで交流をしてきましたが、１０月には「あきまつり」を

仲良く楽しみました。 

 

② 郡山市立大槻小学校との交流及び共同学習【小学部】 

昭和６０年に大槻小学校が文部省の指定研究校となったの

を機に、交流を深めています。大槻小学校でクラブ活動を一

緒に行い、水泳大会や持久走大会にも参加しています。 

 

③ 郡山市立片平中学校との交流【中学部】 

 平成３年から継続して交流を行っています。今年は７月に片

平中学校を会場として交流会を行いました。事前に両校の生

徒会役員同士が話し合い、自分たちで活動を進めました。 

 

④ 福島県立郡山北工業高等学校との共同学習【高等部：情報工業科・生活技術科】 

情報工業科では、平成２３年から郡山北工業高等学校で開催される「ガス溶接技能講習」に参加

し、資格取得を行っています。また、生活技術科では、他校の生徒と一緒に「被服製作技術検定・

食物調理技術検定」を受検し、食物調理技術検定では２級合格者がいます。 

 

⑤ ボランティア活動【高等部生徒会】 

この１０年間、地域の一員として他者を思いやる心を育てる

という主旨で、年間５回のボランティア活動をしています。 

１１月には、この取り組みが評価され、「第３６回郡山市青少

年健全育成推進大会」で表彰を受けました。 

 

４ 幼児児童生徒の感想 
 何回も一緒に遊んで、いっぱいお友達ができました。 

 はじめは緊張しましたが、クラブ活動が楽しいので交流の日が待ち遠しいです。 

 部活動や趣味など共通の話題でたくさん話をしました。みんな同じ中学生だと思いました。 

 他の高校生は一生懸命勉強しているのが分かりました。自分ももっと勉強します。 

 

【自己紹介】 

【おみこしわっしょい】 

【保育園での清掃作業】 
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